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(1)は じ め に
東部 ドイツか ら東 ヨーロッパ全域にわたる農制の一形態 としてのグーツヘ
ルシ ャフ トについては,こ れまで ドイツはい うに及ばず我国でも紹介 ・研究
が進め られてきた。 その際特に 東西両 ドイツにおける 農制の違いを 歴史的
に探 るとい う問題関心か ら,12・3世紀の植民時代に 調査の手が届1くことも
・稀ではなかった。実際多 くの研究者はすでに植民時代に後のグーツヘルシャ
(1)
フ トの萌芽がみ られ ると主張 しているのである。 ところがひとたびその植民
時代に 自らの研究の鍬を入れ ようとすると直ちに極めて大きな困難に直面す
(1)Plehn,H.,:ZurGeschichtederAgrarverfassungOst-undWestpreuBens.
ForschungenzurBrandenburgischenundPreuBischenGeschichte。Bd。
17,1904,S.78正Aubin,G.:ZurGeschichtedesgutsherrlich-b盗uerlichen
VerhaltnisseinOstpreuBenvonderGr廿ndungdesOrd6nsstaatesbiszur
SteinischenReformen.五eipzig1910,S.22f.HeinzvonzurM賛hlen:Kolo-
nisationundGutsherrschaftinOstdeutschland.Gesch1chtlicheLandes-
kundeundUniversalgeschichte.Festgabef廿rH.Aubin.1950.S.83f.
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る。 とい うのは元来 私領 主の下に成立 した騎士領Gutに ついては15世 紀以
前 にはほ とん どそ の内部構造 を探 りうる記録が残 されていないか らであ る。
プレーソが述べてい るよ うにOrdenskanzleiは私領主支配下 の村 については
　　　
何 の記録 もと らず,大 賃租帳簿GroBesZinsbuchに記載 され ているのはす
べ て ランデスヘルの直属村 のみであ る。Dienstgutの設置 後は,そ こに農民
村 を置 くか,そ れをVorwerkにす るかは全 く私領 主に委ね られ ていたか ら
で ある。 オパ ーン ら の 先駆 的研究者 です ら,ラ ンデスヘルのVorwerkを
Rittergutとほ ん ど差 のない もの と してと らえ,Rittergutそのものの解
明は行な っていない。特 に東西 プ ロイセン地域 に関 しては彪大な研究 の堆積
があ るに も拘 らず,ま さにRittergutの実証的な地域史研究が皆無に等 しい
とい う驚 くべ き事実が ある。 プ ロイセンの地域史研究が極めて盛 んであ り,
くの
毎年部厚い文献 目録が編 まれているほ どなのに,何 故Rittergutの社会史的
分析がほとんどなされていないのか,と いう問題については,別 な関連にお
(4)
いて論 じなければな らない史学史の問題といえよう。
本稿は筆者が ドイツ中世後期社会史研究の一環 として ドイツ騎士修道会史
研究をつづけてゆ く際に,東 プロイセンにおける社会史発展の重要なポイン
トをなすKQmtureiOsterodeの調査を 行な うなかで 直面 した 問題につい
て,現 在の段階で解明 しうるところの一部を示そ うとしたものであり,そ の
意味で研究のひとつの副産物といえるか もしれない。 したがって私が今扱っ
ている問題全体との関連のなかでこの問題のもつ意味を明 らかにするために
は私の仕事の全体を示 さなければな らないのだが,そ れをす ることは限 られ
た紙面では不可能なので,こ こではひとつの問題に しぼって,グ ーツヘルシ
垂フ ト成立史のなかで,Rittergutの占める位置についての一般的理解を前
提に して論を進めることにする。
(2)'Plehn,:aa・O・,S・74・
(3)Wermke,E・:BibliographiederGeschichtevonOst-undWestpreuBen.
K6nigsberg'1933,1938,1939-1951,1953.
(4)拙 稿,ド イ ツ騎 士 修 道 会 史 研 究 の 現 段 階(1>商 学 討 究,第19巻 第1号.1968
年 。
Rittergutの構造 につ いて(阿 部) (41)
(2)対 象 の 限 定
東 プロイセン植民史を国制史的発展の基盤と しての集落史の発展か ら追求
しようとす ると,i3～15世紀はほぼ1320～40年を境に して 二つの時期に区
o
分す ることが 出来 るe'1280～1320年代 はいわゆ る村落定住 の時期であ って,
これ は地域的に もワイ クゼルデル タとその周辺 に限定 されていた。 しかるに
14世紀初頭に 総長所在地が ヴ=ネ チ アか ら マ リエン ブル グに移 り,ま さに
ここに ランデスヘル シ ャフ トを確立せん とす るにお よんで,騎 士 修道会 はふ
たつ の問題に 直面せ ざるをえなか った。 ひ とつは 十字軍理 念 とは 矛盾す る
Ter「ito「iumの形成が 当然 惹起 さねば な らなか った 隣国 ポーラン ドとの 摩
(6)
擦 で あ り,そ の た め の 国 境 の 防 備 で あ っ た 。 更 に も う ひ と つ の 問 題 は 初 期 の
原 住 プ ロ イ セ ソ 人 と の 戦 の た め に 数 多 く 西 ドイ ツ特 に チ ・・一.リyゲ ン,ザ ク
セ ン か ら呼 び よ せ た 騎 士 の 勢 力 が ク ル ム 地 方 で 強 化 し て ゆ く こ と に 対 す る 対
策 を 考 え な け れ ば な ら な く な っ た 点 で あ る 。 こ の ふ た つ の 問 題 を 騎 士 修 道 会
は ク ル ム 地 方 ヤ ポ メ サ ニ エ ン 地 方 の 大 土 地 所 有 者 を,い わ ゆ るWildnis地 域
に 移 す こ と で 解 決 し よ う と した 。 こ の よ う な 政 策 的 移 住 が 可 能 に な っ た 背 景
と して は い く つ か の 事 情 が 考 え られ る 。 ひ と つ に は 初 期 の 植 民 者 と 土 地 と の
関 係 が あ る 。 初 期 の 植 民 者 と い う も の は 多 く の 場 合 よ り よ い 条 件 を 求 め て
比 較 的 移 動 しや す い 態 勢 に あ っ た 。 しか も 騎 士 修 道 会 はWildnisの 開 発 に 際
して は 軍 役 義 務(そ れ も20年 の 免 租 期 間 を 保 証 して い る)以 外 の い か な る
㈲ 村 落 定 住 の経 過 とそ の構 造 に つ い ては 比 較 的 研 究 され てい る。 村 落 支 配 に 関 す
る・一・一・r般論 と してはPatze,H・=DiedeutschebauerlicheGemeindeimOrdens-
staat.in,,DieAnfttngederILandgemeindeundihrWesen."Vortrt6ge
undFors6hungen,Bd.VIII.2Bde・Konstanz1964・個 別 研 究 と しては,
Wunder,H.,Siedlungs-undBev61kerungsgeschichtederKomtureiChrist-
burg13■16Jht.wiesbaden1968.Germershausen,P.:siedlungsentwicklung
derpreuBischenAmterHolland,Lieb忌tad亡undMohrungenvom13.biszu
17Jht.Marburg1969.siedlung-一・meuこつ い ては か な り古 い がKasiske,K,:
DieSiedlungstatigkeitdesDeutschenOrdensimδstlichenPreuBenbis
l410・Einzelschriftenderhistor・KommissionfUrost-undwestpreukische
LandesforsChung.1934カミまだ 使 え る。.
(6)D6hring,A・,=UberdieHerkunftderMasuren・Oberl'indischeGeschi-
chtsblatter(以下OGと 略 記)Bd・III・H・13,1910・S・241f・
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義務 もない 例外的 な 特権 を 与 えてい るのであ る。 更 に クル ム地方におけ る
Peterspfenni9をめ ぐる争 いが 激 しくな って きた ことな ども理 由 と して挙げ
くつ
ることが 出来 るだ ろ う。 こ うして騎士修道会は初期 に開発 された クル ム ・ボ
メサ ニエン地方か ら多 くの騎士(な かには高位 のプ ロイセン人,ル テニア人
等 も含む)を まず サ ッセソ地域 に移住せ しめた。1321年に修道会が クル ム
地 方で 有 力な 土地所有者 であ ったPetervonHeeselicht,Heymannund
KonradvonWansynその他 の者 に1440フーフエ とい う植民 史上 最大 の所
領 を与 えた とき,そ の文面には,Wandsiemi七denerstendyWildnisse
(8)
beg「iffenhabenとあ り,こ れがWildnis開発 の最初であ った ことを示 して
い る。 この広大な所領 に比較的早 くか ら29ケ所 のOrtschaftが成立 し,ひ
とつの所領群 をな してい る。 そ して この所領 の所 有者 はそ の豊か な財力 と特
の
くの
権 とに基い て後に騎 士修道会 と激 しい抗争を展 開す ることに なるのであ る。
いず れにせ よこ うして 植民史 の第二期,カ シス ケのい うWildnissiedlung,
ら 　　の
内容的にはGutssiedlungともい うべ き時期 がは じまったのであ る。 この時
期 の特 徴は比較的短期間に数多 くのDienstgUterが騎士達 に とって非常に有
利 な条件で 与え られた ことに あ り,い わゆ る 騎士修道 会 自身 の 村落定住 は
ほんの僅か しか 行 なわれなか った 点にあった。 そ の内容については あ とで
扱 うが,ほ ぼ この時期に シ ュニ ッペルが い うよ うに 東 プ ロイセソにおけ る
Rittergutの分布が決定 したのであ る。 ちなみにサ ッセソ地 方を中心 とす る
か ってのKomtureiOsterodeは1920年代 の 統計に よるとRittergutの全
(7)PreuBischesUrkundenbuchBd・II・1939(以下Pr・UB・ と略 記)S・119,145f・
170,173f.246,253,280,343f.348,400,414,436,449,Maschke,E.,Der
PeterspfenniginPQlenunddemdeutschenOsten.Leipzig1933,S.93f.
(8)Pr.UB.Bd.II.S.271.
(g)Ortschaften;Kalborn,Grieben,Usdau,Kremersdorf,Ostrowitt,Schu。
walden,Ganshorn,Rauschken,Mosnitz,Wiersbaw,Dziurdziau,Siemienau,
UIIlowo,Logdau,Thurau,Browienen,Heselicht,Jallkowitz,oschekau,
Lindenau,Bergling,Fr6dau,Taubendorf,Kamiontken,Kownatken,
Lodzigowo,Gardienen,Thurowko.Conrad.G.:EineHandfeste廿ber1440
HufenimLandeSassenvom15,August1321.AltpreuBischeMonats-
schrift(以下AMと 略 記)XXXII,1896,S・563・
⑩Kasiske,a.a.O.,S.15L
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(11)
面積に対す る割合は50%を 越 しており,こ のような地域は他にはほとんど
み られない。
乏 ころでこうした騎士修道会の政策はいつまでもつづいたわけではない。
それはポ ーラン ドとの国境線 を確保す るために,い わば非常手段 と して と ら
れた政策 であったか ら,vollesEigentumとしてDienstgUterが与え られ た
(12)
時期 もまさに1321年4月14日 の マ ソヴ ィエン公 との 講和条約 と1343年の
(13)
マ ソヴ ィエン との国境の確定 とそ の条約 との間の時期 に9割 以上が集中 して
お り,そ れ以後のDienstgUterのHandfesteを調べ ると条件 はRitterにと
(14)
っ て 厳 し くな っ て い る。 こ う して 村 落 定 住Do「fsiedlungからGutssiedlun9
へ の 発 展 はMissionsgebietとして の騎 士 修 道 会 支 配 圏 が ラ ン デ ス ヘ ル シ 華 フ
トを9eschlossenesTerritoriumとして 形 成 せ ん とす る と き の 騎 士 修 道 会 支
配 自体の変質,発 展に対応す るものであ っ建1)と同時にGutssi6dlungは騎
士修道会支配圏の 国境を 固め るとい う点で 外に対 して 騎士修道会支配を守
るために迄め られたに も拘 らず,14世紀末か ら15世紀にかけて,と れ らの
Gutのなかか ら騎士修道会支配自体を 掘 り崩 してゆ く役割を演ずる階層が
(16)
生 まれ ることになった。 こ う したRitterのEidechsengesellschaftやプロ
イセン ・ブソ ト等 の シ ュテ ソデ団体に おけ る 反騎士 修道会活動 の 社会的 ・
経済的基 盤 と な ったの がDienstgu七なのであ る。 以 下 に おいては そ こで
Dienstgutの構造 を明 らかにす るためのひ とつ の試み と して,プ ロイセソに
ωStatiきtikdesdeutschenReiches,Bd.112,S.10ff,489乱Schnippe1,E.,:
DiegroBenVerleihungenimLandeSassen.EinBeitragzurBesiedlungs-
geschichtedesOberlandes.OG.X,S,70五
⑫Pr.UB.Bd.II,S.251,No.335.
⑯Pr・uB・Bd・III/2,S・494f・Joachim,Hubatsch:Resestahistoricodiplo-
maticaOrdinisS.MariaeTheutonicorum.LNr.222,6.13,614,615,617.
⑳VgLAbe,K.,DjeEntstehungundEntwicklungderKomtureiOsterode
inOstpreu6en.StudienzurGeschich亡ePreuBens.Bd.17K61n,Berlin.1972,
inVorbereitti叫1.IVKapite工
,㈱Re皿mann,M.、:U1)erdieGrundlagenund・dieEntstehungdesOrdens-
staatesinPreuBen.fn,,Nachrichtend6rGiessenerHochschulgese】1-
・schaft"】Bd.31,1961,S.108f.
⑯Voigt,J.,:GeschidhtederEidechsengesellschaftinPreuBen.1く δnigsberg
1823・Biskup・M・,:TrzynastoletniawojnazZakonemKrzy乞ackim1454-
1466,Warszawa1967.
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お け る 最 大 の グ ー ト,1440フ ー フ エ の グ ー トを 扱 う こ とに す る 。 この 点 は
特 に 我 国 で は あ ま り顧 み られ て い な い が,Dienstgutこそ が 後 のRittergut
あ る い は グ ー ツ ヴ ィル トシ ャ フ ト の 中 核 を な す も の な の で あ る。 プ レ ー ン
は18世 紀 の プ ロ イ セ ン に お け る所 領 の 在 り方 を(1)Domanenvorwerke,u・
Bauernd6rfer(2)adligeGutsvorwerkeu・D6rfer(3)K61mischeGUteru・
D6rferに分 類 して い るが,そ の うち の(2),(3)は14・15世紀 に は 軍 役 義 務 を
負 っ たDienstgaterだっ た の で あ る。 しか る にDienstgutには1440フ ー フ
エ も の 広 大 な も の か ら5～10フ ー フ エ の 小 さ な も の ま で 様 々で あ り,上 ・下
級 裁 判 権 を もつ も の か ら,僅 か で は あ る が 全 く も た な い も の まで の 違 い が
あ る。 本 稿 は こ う した 違 い を 前 提 に した う え で,そ も そ もDiensgutとは 何
か,Dienstgutにお い て 領 主 直 営 地 並 び にK61mischeD6rferとは どの よ う
に して 成 立 した の か,と い っ た 点 を1440フ ー フ エ の グ ー トを 中 心 と し,こ
(17)
の地域全域に関する筆者の地域史研究の結果明 らかになった諸点をも援用 し
て解 明 しようとするものである。
(3)DienStgutの法 的 構 造
(a)KulmerHandfesteの諸規定
東 プロイ センに おけ る大半 の所領 の在 り方は法制的 には1233年に クルム・
トル ン両都市 の市民 に与え られた1(ulmerHandfesteによって 規走 されて
い る。 この ことは この時代 と しては極 めて特殊な ことであ って,い わば フラ
ン ドル法 に発す る法が都市に与え られ,そ れが基 本的には村落や騎士領の設
置の際に も適用 された ことを 意味 してい る。 だか らKulmerHandfesteを
分析す ることに よって,騎 士修道会支配圏におけ る都市,騎 士領,農 村等が
相互に密接 な計 画性 の もとに有機的 な関連 を もって建設 され,全 体 と しての'
騎士修道 会国家 を形成 してい ることが 明 らかにな って くる。 この点について
は別の機 会に詳論 してい るので,こ こでは当時の史料には一般にDienstgut
aT前 註ae。
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とい う言
(18)
ゆ こ う。
葉 で 出 ・て くるRittergUtとKulmerHandfesteとの 関 連 か らみ て
KulmetHandfesteのう.ちDienstgutの規 定 と して 援 用 され る こ
とにな るのは,'いうまで もな くクルム ・トル ソ・両市民 の軍役義務 を定 めた部
(19)
分であ る。 この規定に よると40フ ーフエ以上 のGutを 得た者は重装備騎士
として少'くとも二人の従者を従えて軍役奉仕を行ない,そ れ以下のGu七 を
得た者 は軽装備軍 役を行 な うことにな っている。そ してKulmerHandfeste
におけ る軍役 の範囲は ポ メサニ土ン人を敵 と して ワイ クゼル,オ ッサ,ド レ
ヴェンツ河の 範囲内における 国土防衛の任に 当ることにならてお り,そ れ
以 外 の 負 担 と して は1K61n・od・5preu3・Pfeunigeu・Wachs即 ち1ケ ル
ソ ブ フ ェ ニ ヒ貨 幣 ま た は5プ ロ イ セ ン ・プ ブ ェ ニ ヒ貨 幣 並 び に 蝋 をRekog一
⑬ 東 プ ロ イ セ ン の 植 民 に お い て は,ほ と ん どす べ て の 集 落 は 境 界 を 明 確 に した
geschlosseneOrtschaftとして 成 立 し た 。 そ して か っ て 私 が 明 らか に した よ う
に,ハ ン ドフ ェ ス テ に 記 さ れ た 村 落 境 界 は20世 紀 前 半 に お い て も ほ と ん ど 変 っ
て い な い 例 が 多 い 。(ハ ソ ドフ ェ ス テ に 関 す る 一 考 察,註 ㈲ を み よ)当 時 の 測 量
技 術 は14世 紀 末 に 出 たGeometriaCulmensiで 示 さ れ て い る よ うに 理 論 的 に
一 定 の 水 準 に 達 して い た 。 こ の ドイ ッ語 と ラ テ ン語 で か か れ た 測 量 理 論 の 書 に つ
い て は い ず れ 稿 を 新 に 七 て 分 析 を 試 み た い 。
㈲Statuimussiquidem,utquicunqueXLmansosvelampliusadomo
nostraemerit,iscumplenisarmisetdextrarioopertoetarmistalibus
conpetenteetaliisduabusadminusequitaturis.Quiveropauciores
mansosbabuerit,cumplataetaliislevioribusarmisetunoequoad
armataliaconpetentedebetcumfratribusnostrisinexpeditienem,
quociensabeisrequisitusfuerit,pergerecontraPruthenos,quiPomezani
largovQcabulonunchpantur,etcontraomnesterreCulmeusisturbatores.
CumveroprefatiPomezaniinterraCulmensi,prestantedomino,fuerint
ulteriusmeritonontimendi,omnescivespredictiabomnibusexpedi・
tionibussuntexempti.Addefensionemtamenterrevidelicetusquead
WizlamOzzametDriwantzam,cumfratribusprocederetenebuntur,ut
predictumest,contraterrequoslibptinvasores.
Itemstatuimus,utquilibethomohereditatemadomonostrahabens
fratribusnostrissolvatexindeunumnummumColoniensemvelproeo,
'
quinqueCu1Mensesetpondusduarummarcarumcereinrecoguitionem
dominietinsignum,quodeadem#onasuahabetadomonostraet
nostredebeatiurisdictionisubesse.Etnoseumfavorabiliterconfovendo
coutra、eos,quisibiiniuriamintulerint,debemus,ipquantumpossumus,
nostrumpresidiuminpertiri.Predictumaqtemcensumsingulisannisin
diebeatiM鉗tinivelabipsoadXVdiesdaredebent.Pr.UB.Bd.1,
S.189f,'
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(20)
nitntisziusとして 支 払 う義 務 を 負 っ て い る。 そ の 他 に1ブ7ル ー ク毎 に1シ
=ッ .フiル の 小 麦 と1シ ェ ッ フ ェル の ラ イ麦,1ポ ー ラ ン ドブ フル ー ク(即
(21)
ち バ ・ー:一ケ ン)毎 に1シ ェ ッ フ=ル の 小 麦 を 毎 年 十 分 の 一 税 と して 支 払 う こ と
に な っ て い る。
(22)
KulmerHandfesteの規定 はキ ッシ ュが述 べてい るように,あ るいはそれ
以上に14・15世紀 には現実に相応 しな くな るか ら,Dienstgutにせ よ,村 や
都市にせ よKulmerHqndfesteを出発 点 と して,具 体的にそ の法的 ・社会的
機能 が どの ように変 つてい ったか を調べなけれ ばな らないのは当然 であ る。
その経過 は 次節 でみ ることにな るが,そ れに も 拘 らずKulmerHandfeste
の規定 はそれが法 と して通用 した限 りで,や は り常に裁判やそ の他ρ争 いに
際 して.も引合いに 出され た。そ うい う一一種 の 《Verfassungsrecht》と しての
意味 を もちつづけた このKulmerHandfesteにおい て,Dienstgutとラン
デスヘル シ ャフ トとの関係は どの よ うな もの と して とらえ られ ているのだ ろ
うか。そ こで この問題に しぼ ってDienstgutの法的構造を探 ってみ よ う。
(23)
この点で 重要 なのはDienstgut売却 の際 の 規定であ る。KulmerHand一
⑳BrUnneck,W.v.,:ZurGeschichtedesGrundeigentumsinOstr-und・West-
preu∵en,Berlinl891,Bd1.S.17.
⑳Pflugに つ い て は,Kuhn,W.,:DerPfiugalsBetriebseinheitinAltpreu-
t..en.ZeitschriftfUτOstforschng,12,1963,S.473f.Hakenに つ い て は,
Kuhn,W.,:DerHakeninA】tpreuBen.in。StudienzurGeschichtedes
Preuen1andes.Festschriftf廿rE.Keyser,hrsg.v.E.Bahr,1963,S.164f.
を 参 照 。
㈱Kisch,G.:DieKulmer且andfeste,Stuttgart,1931,S.51f.
㈱ 「Ipsisetiamhanccoutu】imuslibertatem,utbonasua,queadomo
nostrapossident,vendenditalibussane,queterreacdomuinostrebene
conpetant,habeantfacUltatem,itauthii,quieaemerint,demanu
fratrumsuscipiantetdomuinostreadidemius,idemqueservicium
teneantur,quodininobisexindefaceredebueruntゴet.noseaipsispor-
・rigeresineulladif正icu】tatedebemus.Licentiamusetiam,sifortealiquis
antedictorumciviumnecessitatiscausa・allodiumsuumvelXmansosad
maiusabaliisbonissuissepararevolueritetvendereseparatim,isidem
ius,idemqneserviciumdomui .『nostredebebitfacefedereliquo,quod
priusdetotonoscit口rdebuisse.Isvero,quiidemallodiumve】Xmansos
emerit,debetrationeeiusdemallodiicumarmatura,que`plata'vulga-
riterdicitur,etaliislevibusarmiSetunoequoadarmataliaconpetellte
domuinostreadtaleobsequiumesseastricus,quaユeinferiuspleni'us
describetur.Pr.UB.Bd1.S.188f.
Rittergutの構造につ いて(阿 部) (47)
festeの売却の際の規定をみると授与 されたGutが更に売却 されるときには
新 しい買手がまず ラン トと騎士修道会にとって 好 ましい 人物でなければな
らず,し か も買手は その土地を 騎士修道会士の手か ら受けとることになっ
てお り,そ の義務 ・負担は 以前の 所有者 と 同 じでなければな らなかった。
ReiterdienstがまさにGutの 主たる負担であ り,そ れが国土防衛の主たる
(24)
戦力であ ったか ら,そ れを維 持す ることに最大の関心が 向け られていたので
あ る。 手続 き的には売却者 はBesitzrechtを形式上一応放棄 して騎士修道会
に戻 し,騎 士修道会 はそれ を買手に与え る,と い う形式を とってい る。 この
よ うな手続 きは ブ リュネ ックのい う通 り,常 にLeihgutの場 合にみ られ る
ケースであって,Anodialgutとしての属性 ではない。 またか って プ ロイセ
ンではInvestiturallodialisは行なわれた ことがなか ったので ある。 相続権
も フラン ドル法にみ られ る ように息子,娘 また両 性の血縁関係 に も広が って
いた し,い わゆ るehelicheHalbteilung並びに 人格 の 自由も 保 証 され てい
た。 こうしたすべ ての点を考慮す るとき,こ のGutは 決 してLehenと して
与え られたのでは な く,む しろErbzinsgutとして 与え られた とみなけれ ば
(25)
な らな い 。
勿 論ReiterdienstはKulmerHandfesteの規 定 に 明 らか な よ うに ワ イ ク
ゼ ル,オ ッサ,ド レ ヴ ェソ ツ河 に 囲 まれ た ラ ン トの 防 衛 の 義 務 と規 定 さ れ て
お り,召 集 の 法 的 根 拠 もLehnrechtまた は 耳ofrech七で は な く,Landrecht
とみ な し う る も の で あ っ た 。 そ れ はGutを 所 有 した こ と に よ っ て 生 ず る義
務 で あ り,い わ ばallgemeineHeerba■npflichtとみ な す べ き も の で あ っ た 。
更 にRekognitionszinsは騎 土 修 道 会 をObereigentifmerとして 承 認 し,そ
く　の
の裁判権に服す ることを示す ものであ った とみ られ る。勿論 クル ム法 に基 く
Dienstgutにおいては グー ト内 の 裁判権 は 多 くの場合,上 ・下級裁 判権 も
Besitzerに与 え られてい る。 この点で プロイセンにおいては ブランデソ ブル
⑳Dienstの 内 容 に つ い て は さ し 当 りweber,LPreuBenvor500Jahren,
Danzi91878S・602f・が 最 も詳 しい 。
㈲Br廿nneck,a.a.O.,S.15.卜
⑳BrUnneck,a.a.O,,S.2(1.D6hring,a.a.O.,S.364Anm.157n.
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グ,シ ュレジ 出ン,ポ ン メル ン な ど ランデスヘルが 騎士 に裁絢権 を 与えな
(27)
か った ところと 最初か ら違 っていた。 しか し現実 のGut形 成 に おいては
KulmerHandfesteで示 されてい るほ ど一色ではな く,様 々の大 きさ,様 々
の特権 を もった グー トが 生 み出 され て いるか ら,い ちが いにはいえない。'
Dienstgutには1440フーフエか ら5フ ー フエにいた る大 きさの違 いがあ り,
すべ てに共通 してい ることは軍役が課 された とい うこと しかない。 しか し大
半 の場合,Schulzengutを除けば,Dienstgutは村落か ら離れた独立 した所
領を構成 してお り,独 立 した経済単位であ った。 いずれ にせ よ,騎 士修道 会
がその ときどきに とろ うと した 対 内 ・外政策 の 推移 と共にDienstgutに関
く　ラ
す る諸規定 も現 実には変化 してゆかざ るをえなか った。
と ころで以上KulmerHandfesteにのみ対 象を限定 してDienstgutの法
的側面を特 に ランデスヘル シ ャフ トとの関係を中心 と して観察 して きた。 い
うまで もな く個 々の クル ム法 グー トの設 置は,ク ル ム法に基 きなが らも,個
々に 作成 ・交付 され るPrivilegium,Handfesteによって 行 なわれていた。
だか ら次に こ うした個 々のUrku血denにみ られ るDienstgutの法的構造 を
み ておかねばな らない。そ こで当然の ことなが ら特定 の時代 と地域に対 象を
限定 しなければな らな くな る。すでに述べた ような理 由に よって本稿 ではサ
ッセン地域 に おけ る例外的 とす らいわれ る大所領群 の設置 を扱 うことにな る
の だが,紙 数 の制約 か ら,こ こでは クル ム法 グー トのみ扱い,し か もそ の う
ちで もサ ッセンにおけ る クル ム法 グー トの 基 礎 とな った1440フーフエの グ
ー トを扱 うことにす る。
(b)1321年の1440フー フエ の特 許 状
1321年8月15日に プロイセンの ラン トマイスターF「iedrichvonWillen-
bergが前述 のPetervonHeeselich七らにサ ッセン地方に与 えた1440フー フ
(29)
エ は,プ ロ イ セ ン植 民 史 上 最 大 のG直terkomplexであ った だ け で な く,サ
伽Plehn,a.a.O.,S.25.
㈱ こ の 点 に つ い て は 前 註 ω のKapitelV・ に 詳 論 し て い る 。
㈱Maschke,E.,:DieGrenzenderl440HufenimLandeSassen.AM.9,
1932,S.22f.
Rittergutの構 造につい て(阿 部) (49)
ッセソ地域に おけ る最初で最大のGutと して,こ の地域に おけ るグ"ト 設
置 の基 準 とされた ものであ る。実に1321年か ら1340年代 までに この地域で
与 え られた大所領 は1～2の 例外を除いてほ とん どが1440フー フエのハ ソ ド
フ=ス テと同様 な条件で与え られでいる。 まず このHandfes七eにおける条
(30)
件をみよう。 この特許状は比較的長文だが,前 文 と受領者,グ ー トの境界,
プロイセン法の問題(後 述)に ついて記 したあとに受領者の義務について次
のように述べ られている。
Vondesemvorgenantengu七tesullendyvorgenantenundereerben
dynenunsermhuwsemitsechsbedack七enrossenundmi七ganczen
wopendorczu.Dyrosdinsthabenwirbelehntvondemvorgenanten
gutteiclichesundachzighuben.Undvorbas,wasdomeeguttes
ist,dosullensievoniclichenvirzighubeneynenplatendiens七thun・
Dirredinstesindtsypflichtigufferekosteundufferenschaden
mitunsczuthundekegenallenunsimfyndenbynnendemlande
SossinundbynnendemlandePomezenen,wennewirdasvonim
heisschen__Alsoselbestsullensieunsouchdyneninallenlanden,
dyandaslandsossenstosen.
そ して20年 間 の 免 租 期 間 が 与 え られ て い る。 こ こで はKulmerHandfeste
く　 ラ
の規定 とは違 って80フ ー フエ毎に重装備騎馬軍役,40フ ー フエ毎 に軽装備
軍 役が課 されてい る。 この こと自体は荒蕪地 とはいえ従来 よ りも有利 な条件
なのだが,そ れ以外には他 に何 の義務 の記戴 もこのハン ドフェステにはない
のであ る。KulmerHandξesteの規定にみ られた ようなHerrschaf七の承認
料Rekognitionszinsも,Pflugkornもここには記 され てい ない。 いわ んや
1360年代 の ハ ン ドフェステや13世 紀後半 の・・ン ドフェステにみ られ る よ う
なBurgenbaudienstなどは 全 くみ られ ない。 こ うした例外的な条件 のため
鋤 このUrkundeの 諸 版 に つ い て はPr・UB・Bd・II,S・271・並 び にConrad,
a・a.O.,S.502f.をみ よ。
⑳14・15世 紀 の ポ ソ メル ソに お い て10フ ー フエ がRoBdienstの単 位 と され,
他 の地 域 で も一 般 に そ れ よ り低 か った こ とを考 え れ ば,サ ッセ ンに お け る単 位 の
大 き さが 解 るだ ろ う。
(50) 人 文 研 究 第43輯
この ハ ン ドブ ニス テ は 古 くか ら研 究 者 の 注 目を あ び て き た 。 す で に ブ リ ュ ネ
ッ クは19世 紀 末 に こ う した グ ー トの 存 在 を プ ロ イ セ ン 全 土 に 探 し求 め,1285
年 の ラ ソ トマ イ ス タ 一ー…,Konradv.ThierbergのKunigunde,Witwedes
(32)
AlbertPowlu・a・へ のGutCzarze(ク ル ム 地 方) ,DietrichStangeへの
く　 ラ
Stangenberg城と 土地 の授与 に 同様 な条件を 見 出 していた。 そ していずれ
も同様にvollesEigentumとして 与え られた ことを 確認 してい る。 例えば
上述 の 指標の 他に こ うした 例では 何 の 制限 もないJagdrechtが与え られ
Abgabefreiとされてい る し,こ れ らの ハソ ドフェステに おいては 騎士修道
会が他のほ とん どのハン ドフェステに おい て 留保 していたStraBengerichts-
(34)
barkeitも留保 され ていない。 しか も所有者 は ランデスヘルのMitwirkung
な しに(即 ちその手を経 ることな しに)ま た同意 もな しに売却す ることが 出
来た,と い う。
1440フー フエ の ハ ン ドフ ェス テに おい て 従来 の規定 よりも厳 しい条件に
な ってい るのはただ一 ケ所,上 に引用 した文 の最後の一節であ る。 ここには
従来 のLandwehrの概念に基 きなが らもそれを越えた,即 ち サ ッセン以外
の土地で の無制限のHeeresfolgeが要 求 され ている。 この軍役義務 の代償 と
して,1440フー フエ の受 領 者 に は上 述 の例 外 的 な特権が与 え られたのだ,と
(35)
い うふ うに 考 え ることも 出来 る。 ところで この ハン ドフ ェステはGutsbe-
sitzerの裁判権については一言 もふれていない。 しか しこのグー トが もった
性格 と役割 を考 え るとき,こ こに上級裁判権が与え られ ていた ことは明瞭 と
みなけれ ばな らない。た とえ5フ ーフ ェの グー トであ って も下級裁判権 は与
え られてお り,村 長 はい うまで もな く下級裁判権を行使 していたのであ る。
幽UrkundenbuchdesBistumsKulm.Bearbeitetv.C.D.Woelky,TeilL
Danzig1884-1887,Nr.110.
㈱BrUnneck,a.a.0.,S.27Anm.2.
㈱StraBengerichtsbarkeitは15世紀 に 入 る と騎 士(グ ー ッ所 有 者)の 攻 撃 の 対
象 と な り,多 く の 争 い が 起 っ て い る 。ToepPen,M・,:AktenderStandetage
PreuBensunterderHerrschaftdesDeutschenOrdens.Leipzig1878.Bd.1,
S.241,Nr.186.II,S.368,Nr.247.IV,S.417,Nr.276.V,S.529,Nr.196.
㈲Brifnneck,a.a.0.,S.28f.D6hring,a.a.0.,S.364,Anm.157.
Rittergutの構i造について(阿部)(51)
1440フー フエ の グ ー ト受 領者 に 上 ・下 級 裁判権 が 与 え られ ていた ことは,
この時期には まだ この地域に おけ る騎士修道 会の行政組織が確立 していなか
.(36)
った とい う事情 か らも説 明 しうるだろ う。KomtureiOsterodeが成立す る
のは よ うや く1340年頃なのであ る。
いずれにせ よこう して建設 された1440フーフエの所領の周辺に更 に14世
紀 の20・30年代に数 多 くの所領が全 く同様 の条件で建設 され,全 体で3,000
フーフエ以上 にのぼ る特権的所領群 が成 立 した のであ る。筆者が別の機会 に
くヨわ
明 らかに した よ うに,こ うした例外的な条件に よる土地 の授与 はこの時期 の
騎士修道会がいわば 非常手段 と して とった 政策 の 結果 とみなけれ ば な らな
い。騎士修道会 は ここでは何 よ りもまず マ ソヴ ィエン,ポ ーラン ドに対 して
南部 国境を 確保す ること 以外 の ことは 考 えていなか った とみ られ る。 だか
らこの ハン ドフ ェステ に おいて もRitterとランデスヘルシ ャフ ト,更 に
Ri七terとUntertanの関係について もほ とん ど具体的 な規定が ない。 そ し
てまさに この点が 後に法律上の大 きな争点 にな ってゆ くのであ る。
さてハ ソ ドフ ェステだけをみ る限 り,せ いぜい以上の程度 の こと しか 明 ら
かにな らない。 そ こで次に別 の史料を探 って この グー トの所 有者 とランデス
ヘルシ ャフ トとの関係の変化 を探 ってゆ くことに しよ う。
(c)14世紀のLandgerichtの記録 か ら。
1440フー フエ の 後 の発 展 を 調 べ て ゆ く うえで重要 なのは 植 民以後 くり返
し公 布 された 原文書の確認文書Bestatigungsurkundeと,この グー ト内に
おけ る所領 の一部が売却 され,別 な条件で新 しい所有者 の ものとな った際に
ランデスヘルが発布 した新 しいハ ン ドフ ェステ,並 びに こ うした売却 ・相続
等を確認 した 地方裁判所Landgerichtの記録 であ る。 本節 では この グー ト
とランデスヘル との法的関係の変化を明 らか にす る必要上 まず 最後 の ラソ ト
(36)Plehn,a.a.0.,S.69.
助 前註ωKapitelV.
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(38)
ゲ リヒ トの 記録 を み ることにす る。 幸運 に も我 々に 残 され ているGilgen-
burgerLandsch6ffenbuchの記録 を よんでゆ くと,1388年の 部分に 次 の よ
うな記戴 を見 出す ことが出来 る。
InderiarczalunsirsherrenIIICCCimLXXXVIIIiareame
nehe8tindinstagenochdemesontagealzmansyngetinderheyle。
ginkirchenOculimeisempeletc.istgewestdererwirdigeherre,
1h
erJoha皿vonvaffortunserherreKompthurvonosterodeindeme
hofeczfieVirczighubenundeherllHermanBrautlichtdenpfleger
　ロ 　
czullglnburgundedorczeocueynlantgehegetdinhernHelyman
vonUsdowderdolandrichteris七undedyscheppinBundykevon
Syboldt,1{annusvonTha皿enberge,HannnusvonGanshorne,
BertholdvonSyboltundePeczeBayBenundeMiclusvonHezelecht.
DezquemendygemeyneusderXIIII・hubenundevorlybeten
vondelnevorgenantenunsirmherenKompthurczfiOsterrodeunde
vordemeIantgeheg七emdingedymo:eindenXIIII・huben,Wy
dazsymitwillellwoldeneynerufdenanderenuf[schadenunde
ufffromenirtreffewoistreffe.Ouchhabensyallemitenander
gelobitvoralledyjenenusdenXIIIIchuben,dyundirdesnicht
(39)
indemegehegtinland(ding)keginwartigworen.
残 念なが らこ こには ラン トゲ リヒ トに 集 まったGemeindeの名があげ ら
れ ていないが,こ れ1らの ゲマ インデが互いに結束 し相互扶助 の関係を結んで
い ることが解 る。 ラン トゲ リヒ トには私領主 のUntertanは全 く訴え 出るこ
(40)
とは 出来 な か っ た か ら, こ こ に あ らわ れ たGemeindeと は1440フ ー フ エ 内
㈱OrdensFolianten,89d・(以下0・Fと 略 記)以 下 で 使 用 され る未 公 刊史 料 は
す べ てStaatlichesArchivlagerinGδtlingen所蔵 の もの で あ る。 このSchδf-
fenbuchは20世紀 初 頭 にFinckvonFinckenstein家か らArchivに 入 った
もの で,長 年 私 的 所 有 物 とな っ てい た た め保 存 状 態 が 悪 く,判 読 しが た い と こ ろ
が 多 い 。 ゲ ッチ ンゲ ンのArchivarDr・Conrad氏の 助 力 に よ って こ う した 部 分
を も明 らか に す る こ とが 出来 た 。 記 して 謝 意 を 表 した い 。
㈲0.F.89d,f.6.
ωGause,F.,10rganisatoinundKompetenzderLandgerichtedesOrdenS-
1andesPreuBen.AM.59,1923,S.147.
駐
Rittergutの構 造 に つ い て(阿 部) (53)
に成立 した各GutのInhaberであ った とみ られ る。 しか もプ ロイセン法や
ボ ーaラソ ド法でGutを もつ者 も15世紀前半 まで は明 らかに ラン トゲ リヒ ト
か ら排除 され ていたか ら,こ れ らの ゲマインデ とは クル ム法 に よってGut
(41)
を得た ドイ ツ人あ るいは プロイセソ人Ritterであ った とみ られ る。 ヨア ヒ
ムが述 べている よ うに,こ こか ら直 ちに反騎士修道 会活動 を想定す るに はや
く　
や 無 理 が あ るが,プ ロイ セ ン ブ ン トやEidechsengesellschaftの母 体 とな り
う る利 益 共 同 体 が 各Gemeinde間 に 作 られ て い た こ とは 明 らか で あ る。
くるの
そ も そ も プ ロ イ セ ソ 全 土 でLandgerich七の 記 録 は こ のGilgenbur9と
くるり
Bartensteinにしか 残 っ て い な い が,そ の い ず れ に お い て も グ ・一一トの 売 買,
交 換,境 界 の 修 正,土 地 所 有 や 相 続 等 に 関 係 した こ と が 扱 わ れ,い わ ゆ る 刑
事 々件 は 一 件 も扱 わ れ て い な い 。Rit七erの反 国 家 的 行 動 や そ の 他 の 刑 事 々件
の解 決 に は 別 に 不 定 期 に 開 か れ るRi七terbankがあ り,そ こで はHochmeis-
terの下 で 裁 判 が 開 か れ て い る。 だ か ら ラ ソ トゲ リ ヒ トは 近 代 的 な 概 念 を 使
え ばNotariats-lngrossations-undHypothekenamterfUrdieGrundbesitzer
einesbes七immterVerwaltungsbezirksであ った こ とは 明 らか で あ る。 しか
し,14世 紀 末 に 騎 士 修 道 会 が 大 土 地 所 有 者 層 を 分 断 せ ん と して 土 地 の 強 制
買 取 り政 策 を 展 開 した た め,騎 士 層 の 不 満 が 激 化 して ゆ き,こ う した ラ ン ト
ゲ リ ヒ トに お け る 騎 士 層 の 不 満 をKomturはHochmeis七erに く り返 し報
告 して い る 。 一 見 事 務 手 続 や 民 事 裁 判 の み を 扱 っ て い る よ うに み え る ラ ソ ト
ゲ リ ヒ トの背 後 で 主 と して 土 地 を め ぐっ てHerrschaftとLandとの 激 しい
対 立 意 識 が 醸 成 さ れ て い た と考 え られ る 。
また1384年3月3日 の 記 録 を み る とHaynemannvonUsaau・Sch6ppen-
meisterBundikevonSeewalde,と9人のSch6PPenAlbrech七vonder
Thymau,BertoldvonSeewalde,HannusvonTannenberg,Peschevon
ωGause,a.a.O.,S.145.
働Joachim,E.,:zurKenntnisderaltenLandgerichteimOrdenslande
PreuBen.OG.H,XIII.S.600.
㈹0・F・89dに は1384年 か ら1519年 ま で の 裁 判 記 録 が 残 さ れ て い る 。
(4eO.F.86.(1391～1493)
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Grodtken,HannusvonGanshorn,PetschevonBaisen,RutgervonBorchers一
ロの
dorf,NikolansvonHeeselicht,HannusvonNazewi七zがあ げ られ て い る。
そ の うち イ タ リ ッ ク体 で 記 した 者 は 皆1440フ ー フ エ 内 に 所 領 を も っ て い る
者 で あ り,そ の 他 のThymau,Seewalde,Grodtken等も1440フ ー フエ の 外
に は あ るが,全 く同 様 な 条 件 で ハ ン ドフ ェス テ を 得 て い る所 領 な の で あ る。
特 にHaynema皿vonUsdowは1440フ ー フ エ 内 の 中 心 的 所 領 の ひ と つ
Usdowの 持 主 で あ り,長 年 の 間 ラ ン トリ ヒ タ ー を つ とめ,そ の 家 族 は1440
年 ま で 同 じ地 位 に あ った 。 ラ ソ トゲ リ ヒ トに お い て は ヘ ル シ ャ フ トの 代 表
た るKomturも 出 席 して お り,彼 が ラ ン ト リ ヒ タ 一ーを 任 命 した と され て い
のの
る。Komturは ラソ トゲ リヒ トに おいては 審理を監視 し,場 合に よっては
Sch6ffenの判決 に 何 らか の助 言を 与 え ることもあ った し,と きには判決 を
くまの
修正す ることす ら出来た。 ラン トゲ リヒ ト自体が ヘルシ ャフ ト側 か ら作 られ
た ものであ る以上,こ うしたKomturの 権限は格別特殊 な ものではないが,
それだけに1413年か ら1469年の間,ギ ル ゲンブル グ の ラン トゲ リヒ トに
Komturが全 く出席 していない とい う事実は この時期におけ るラン トゲ リヒ
トの政治的 な性格を如実 に示 している。実 にシ ュテ ンデ運動の主 た る担 い手
で あった プ ロイセンブン トの活動は ラン トリヒターやその他の有 力な人 々に
よる ものであ り,ラ ン トゲ リヒ トは この頃反 ランデスヘル的組織 と して編成
く　 ラ
さ れ て い た の で あ る 。1440フ ー フ エ の 大 所 領 は 相 続 そ の 他 に よ っ て 細 分 化
さ れ て い っ た に も 拘 ら ず,そ の 内 部 に は こ の 地 方 の 有 力 な 騎 士 達 が 数 多 く の
所 領 を も ち,こ の 地 域 の 政 治 的 活 動 の 中 心 で あ っ た 。
(4SO.F.89d.
㈹Gause,a.a.O.,S.239f.
働0.F.89d,399a.Wersacheirkeinervondenvorgenanten_imeinem
virteiladdirhalbeniarhireingewenneundendunkenseinwurdeencher-
leykurtzederrechenschaffthalbengeschegesalunserenngnedigsten
hermdarumbbesuchenalszdannsalimekeinrechtegeweigertwerden.
㈹Schulz,F.,:DasLandgerichtunddieEidechsengese皿schaft,AM・13,
1876,S.372.
Rittergutの構 造 に つ い て(阿 部) (55)
(d)更新 文 書。
ところで1321年の原文書は戦争のために 失なわれたので,騎 士修道会総
(49)
長MichaelKUchmeisterは1418年に 更 新 文 書 を 出 して い る。 これ は 元 来
エ ル ビ ン グ のStadtarchivにあ っ た も の(B)で,PreuBischesUrkunden一
ノ
buchBd.II・S・270以下 に 再 録 され て い る。 しか る に このUrkundeの 写 本
は 他 に も数 多 くあ り,15世 紀 の 写 本 と して は0・F・95・foL39v(B'),また
16・7世紀 の 写 本 と して はOp・F・120,f・419,0p・E179,f・66,0p・F・180,
10.更にOBAに は1486年 の 確 認 文 書 のTranssumptOP・F・120,£453,
Op・F・121,foL51等が あ る。 あ とで 述 べ る よ うに これ らの 写 本 を 比 較 して
み る と原 本 と の 異 同 よ りは 写 本 作 成 時 の 附 加 条 項 に 興 味 あ る 事 実 が 浮 び 上 っ
て く る。 だ が こ こ で は まず さ しあ た っ て これ らの 数 多 くの 写 本 の 作 成 は プ ロ
イ セ ソ に お い て は 決 して 恣 意 的 に 行 な わ れ た の で は な い こ と を 確 認 して お か
な け れ ば な らな い 。 プ ロ イ セ ン に お け る史 料 は そ の 多 くが す で に14・15世紀
(50)
にOrdensarchivに収蔵 され ていた ものであ り,写 本 の作成は まさにそれぞ
れ のハ ン ドフ ェステが まだ法 と して通用 していた ことを意味 してい る。1440
フー フエの グー トに関 しては,更 にひ とたび細分化 したか っての所領 を再び
(51)
統 合せん とす る努力が働いていた。ヘルシ ャフ トは原 文書 に限定を附 さねば
な らない場 合 または現実に所領 の分割 ・売却等が行なわれた際,も し個 タの
Ortschaftの特権 内容に変更があ った場 合には 更に別箇 の独 立 したハ ン ドフ
ェステを作成 してい る。1418年にKUchmeisterが更新 した ハン ドフ ェス テ
には次の ような 留保条項が 附加 され てい る。 これはTranssumptにつけ ら
れた もので あ るか らUrkundenbuch編集上 の 原則 に したがってPr・UB・
㈲Conrad,a.a"0.,S.562f.
働Forstreuter,K.,:DaspreuBischeStaatsarchivinK6nigsberg.Einge-
schichtlichert〕berblickmiteinerUbersichtUberseineBestande.H.3,
1955,ders.DasStaatsarchivK6nigsbergalsQuellefttrdiea皿gemeine
Geschichte.HamburgerMittel-undOstdeutscheForschungen.Bd.VI,1967,
S.9f.
(5DMeye,H.,:DasRittergut且eeselicht・EinBeitragzurGeschichtedes
landlichenGrnndbesitzesinPreuBen.Prussia27,1927,S.f.
(56) 人 文 研 究 第43輯
くゐの
BdII・に は 収 録 さ れ て い な い 。
,Bobendessevorgeschrebinbegerenwirczuwissenallekegen-
wertigeundczukunfftige,dassunderlicheun.dnemlichegutterlls
denvirczehnhundertundvirczighubellgekowfftulldusgesundert
sien,dydachandirwerthczudinstesienusgegeben,dyselbendy
alreitseynvondenalsousgesundertundusgekowft,sullengebruchell
undererguttersichfrahenczudenbesunderndinstenrechtenund
freyheiten,alssiemitdenbegnadetsienadiralsindyvonnuwes
(53)
itczundsielladirnachvorschrebinwerden.
KUchmeisterがこ う した 留 保 条 項 を つ け た 背 後 に は,す で に1440フ ー フ
エ の 一 部 分 が 騎 士 修 道 会 の 大 土 地 所 有 分 断 政 策 の た め に,よ り劣 悪 な 条 件
で 個 別 的 に 別 の 特 許 状 を 得 て い る と い う 事 実 が あ っ た 。 す で に1411年 に は
HochmeisterHeinrichvonPlauenは1440フー フ エ 内 に あ っ たFrddauの
44.5フー フ エ をAlbrechtvonWittigwaldeにクル ム法 で は な く マ グ デ ブ
(54)
ル グ法 で 与 え て い る。Albrechtはそ こか ら1Platendienst(軽装 備 軍 役)と
2頭 の 牡 馬 を 出 し,他 にRekognitionszinsとして1KrampfundのWachs
と1K61n・Pfennig,また1フoフ ル ー ク当 り1シ ェ ッ フ ェル の 小 麦,1シ ェ
ッ フ ェル の ラ イ麦 をPflugkornとして 出 す 義 務 を 負 っ て い る 。 即 ち こ こ で
は1440フ ー フ エ の 特 許 状 よ り も 劣 悪 な 条 件 で 個 別 的 に 書 きか え られ て い る
の で あ る 。1419年に は 同 じ くKifchMeisterはBergling(1440フー フ エ 内 の)
の20フ ー フ エ をHansPfeilに マ グ デ ブル グ法 で 与 え,そ こ か ら も 同様 な
働 そ もそ もUrkunde編集の方針 に問題 があ りは しないだ ろ うか。原 本至上主義
を貫 くことは た しかに ひ とつ の 方 法では あ るが,歴 史研究者 の 側 か らみ る と,
それ では 困 る面が 出て くる。Transsumptにつ け られた 追記や 説 明につい て も
何 らか の 形で 全文 では ないにせ よ,案 内が ほ しい ものであ る。Koeppen,H・l
DaspreuBischeUrkuudenbuch.ProblemeeinerUrkundenedition,in,,Der
Archivar'MitteilungsblattfUrdeutschesArchivwesen.且2/3,15Ag.1964,
S・277f・で も そ の 点 は 触 れ られ て い な い 。
㈲Conrad,a.a.0.,S.567.
働OriginalPergament.(以 下Or.Pergtと 略 記)XXIV,9,RegestaII,1705.
Ketrzynski,W.,:OLudnoきciPolskiejwPrusiechniegdySKrzy施ckich・
weLwoWie1882,S.296.
Rittergutの構造 について(阿 部)(57)
くうの
義 務 が 要 求 さ れ て い る。1433年に も総 長PaulvonRuBdorfはSandervon
Ro99ellhausenに1440フー エ 内 のRauschkenの30フ ー フ エ とLehwalde
の10フ ー フ エ を 同 じ く マ グ デ ブル グ 法 で 与 え,こ こで も 同 様 な 義 務 並 び に
(56)
Burgenbaudienstが課 されてい る。 以上はいずれ も個別的な売買に基 く所領
の移 動 とみ られ,そ れを騎 士修道会がハ ン ドフ ェステの交付に よって承認 し
た ものであ った。 この ような例は極 めて多い とい うわけでは ないが しば しば
み られ,GilgenburgerLandsch6ffenbuchには売 手が買手に対 して騎士修道
(57)
会か らハ ン ドフ ェステの交付を約束 してい るとい うケースがか な りあ る。 た
だ この場合には マグデ ブル グ法へ の転換 が行 なわれてい るか ら,単 な る売買
ではな く,ラ ンデスヘルの干渉がかな り及んだ売買であ った とみ られ る。 こ
うして14世 紀末か らKomtureiOsterodeにおいて 激 しく展 開 していた大
土地所有分断 の政策を騎士 修道会 は1440フーフエの一部に おいても15世 紀
初 頭には敢行 していた。1397年頃に1(om七urHansSch6nfeldがKomturei
(58)
Osterode内で総額2,566Markにものぼ る土地 を買入れ,ラ ンデスヘルの
zinsdorfに転化 したが,こ うした 騎士修道会 の政策は 騎士層に大きな抵抗
を生 まざ るをえなか った。 同 じ時 に プロイセンにおいて最 も商品生産 の展開
が早か った クル ム地方 並 びに ナステローデにおいてEidechsengesellschaft
が結成 された の もこ う した背景 の うえにおいて考 えなければな らない動 きの
ひ とつであ った のだ ろ う。 ここで注 目 しておかなければな らないのは,こ れ
らの分割所領が クル ム法ではな く,マ グデブル グ法で与 え られ てい る点 であ
る。
マ グデ ブル グ法は元来DienstrechtとvasallistischesLehnrechtの混 合 し
た法 と してOlmUtzで成立 し,1340年以後即ち総長DietrichvonAltenburg
くらの
の時にプロイセンに導入されたものである。この法は特に相続に関 してクル
㈲OstPreuBischeFolianten・(以下OP・Eと 略 記)120f・
㈲Op.F.120f,441v.
㈱0.]F.89d.181a,187d,94a,156c,397b,150b,Gause,a.a.O.,S.217.
㈹DasGroβeAmterbuchdesDeutschenOrdens.hrsgv.W.Ziesemer,・
Neuausgabe1968,S.322f.
鋤BrUnneck,:a.a.0.,Bd.II,S.82f.
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ム法 と決定的に異っていた。マグデブルグ法においては子供 とそれに次 ぐ血
縁のみに相続権があ り,そ の他の縁者は相続か ら除外されていた。 しか も初
期には騎士修道会は 男系にのみ 相続権を 認めていたのである。 だか らある
Gutの所有者が息子を残 さずに死亡 したときは,最 初にGutを 受けた者の
直系に当る男系縁者が,残 された子女を養育す る義務を負って相続をす るこ
とになっていた。 したがってこの法においては,騎士修道会にはHeimfaUの
チャンスが極めて多かった し,そ の上相続の際相続人がいようといまいと動
く　の
産 の一部 は修道会の手に入 ることになっていた。 こ うした法が部分的にせ よ
施 行 され るようにな った1340年代は,ま さに総長 の下へ の 中央集権化 が激
しく進行 しつつあ った時期であ り,20年代 の譲 歩に対す る反動がHandfeste
の条件の悪化,マ グデブル グ法 の施行 とい う形であ らわれ ていた時期 なので
あ った。
しか し以上 の よ うな ランデスヘル シ ャフ トの反撃,更 に15世 紀 に くり返
され る1440フー フエ ・グ ー ト内 の各所 領 の 相続 に よる分割,所 有者の交代,
売買に よる分裂等に も拘 らず,こ の所領 の全体を包括す る法的特権 は ランデ
スヘルに対す る騎士達 の拠 り所 と して15・6世 紀において も法 と して生 きつ
(61)
づけていた ことを忘れ てはな らない。 と同時に ランデスヘル側 で もこのハン
ドブ=ス テに 記 されたDienstは1540年に おい て も まだその まま 徴 さるべ
き もの と して確認 され ているのであ る。すで に述べた ように,写 本が作成 さ
れた ことが,そ れ だけですでにそのハ ン ドフ ェステがヘル シ ャフ トとラン ト
との間で法 と しての有効性を もっていた ことを示 してい るのであ る。 こ うし
た例は極 めて一般的で あって,例 えば1333年に1440フーフエ と全 く同 じ条
件で与え られた200フーフエ に 関す る ハ ン ドフ ェステ は1480年に もIhan
く　 ラ
Schyrauその他に更新 され てい る。 ところが この200フーフエ内に成立 して
(OO)Bookmann,H.,:ZudenpoユitischenZielendesDeutschenOrdensin
seinerAuseinandersetzungmitdenpreuβischenstanden.(Jahrbuchfifr
dieGeschichteMitte1-undOstdeutschlands.Bd.15,1966,S.57f.)
⑥)Op.F」911a,9.
㈱p.F.97b,226,0p.El20,369b-370a.
Rittergutの構造 につい て(阿 部) (59)
い たMUhlen,Ganshorn,Thyman,Sch61nau,PreuBenの各 集 落 に お い て は
す で に14世 紀 末 か ら15世 紀 に か け て所 領 の 部 分 的 また は 全 体 の 売 却 に よ っ
(63)
て細分化 してい るのであ る。 この よ うにみ てゆ くと,個 々の集落 またはその
一部が例 え相続に よって分裂 し売却に よって所 有者 を代 え ようとも最初 に こ
の グー ト全体 に関す るハ ン ドフ ェステ と して作成 された原文書 とその写本 自
体は ランデスヘルに 対 しては 常に生 きた もの と して 示 され てい ることが解
る。い うな らば ラソデスヘル以外 の どの ような人 の手に所 領の一 部が 入ろ う
とも,15世紀 中葉以降 の プ ロイセ ンに おいては,こ れ らの グー トの所有者
が常に ランデスヘルに対 して 自 らの特権 を主張 し.うる程の ま とま りをみせ,
その限 りで 古 い ハ ン ドフ ェステを 法 と して 存続せ しめたのである。 だか ら
ヴ ェンス クス らが 初期の 大土地所 有がす ぐに 分裂 して しまったか ら,プ ロ
イセンにおけ るHerrenstandの成立は14世 紀 まではみ られなか った,と 述
く　リ
ベ るとき,そ こでは 大土地所 有 とHerrenstandが即物的に等置 され,ラ ソ
デスヘル シ ャフ トの内部か ら特権に よってヘル シャフ トを浸食 してゆ くこれ
らのRi七terの役割 があ ま りに軽 ん じられ てい るのであ る。1440フー フエ の
グ ー.一"tZCして も 元来 利用 しうる醸 は 働 、な もので しか なか 認1㌦4。 フ
ーフエ ・グー トの最大 の特徴はそ の広 さだ けで な く,こ れ だけの広 さの所領
が まさにvollesEigentumとして与え られ,他 に多 くの例 を 生む きっかけ
になった点にあ る。 それ らの特権 が法 と して生 きつづけた限 り,常 に ランデ
ノ
スヘル シ ャフ トに とっては 危険なHerrenstandの母体が温存 されていた こ
とにな る。'この ことは1440フー フエの ハ ソ ドフ=ス テ を例 と して同 じ条件
で数 多 くこの地域に成立 した所領群がEidechsengesellschaftやプ ロイセン
ブン トな どの大規模 なシ ュテ ンデ運動 の基盤 とな っていった ことか らも明 ら
(63)Hartmann,E.,:DerKreisOsterode.DatenzurGeschichteseinerOrt-
schaften.Wlirzburg1958,S.390f.128f.580f.
御Wenskus,R.,:DasOrdenslandPreuβenalsTerritorialstaatdes14.
Jahrhundert・in,,DerDeutscheTerritorialstaatim14.Jahrhundert.
VortrageundForschungen,XIII,1970.'fS.378.
㈲Plehn,a・a・O・,S・52・拙 稿,ハ ン ドフ1エス テ に 関 す る 一 考 察 ・14世 紀 ドイ ッ農
村 の 法 ・一 橋 論 叢,48巻4号,1963年 。
(60)
か であろ う。
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(4)Dienstgutの社 会 的 構 造
(a)同時代史料 と集落形態
ところで次 にDienstgutに関す るこれ までの研 究では 全 く未開拓 の分野,
即ちその内部構造を明 らかにす る作業が残 され た ことにな る。 この点につい
ては グー トのおかれてい る地域 と建設年代に よって大 きな違 いがあ る。 西 プ
ロイセ ソの グー トには ドイツ農民村 をそ のなかに包 含 しえた もの も多 く,こ
の場 合には プレーンや ヴンダーが い うよ うに グー ト内の集落は初期は ともか
く,後 に はHufenzinsdorfとそれ程 の 差が なか った とい うこともいえ るで
あろ う。 だが 西 プロイセ ンには 元来 大規模 な特権的 グー トは少な く,13世
紀 の中葉に 作 られ たDietrichvonTiefenowやDietrichS七angeらの例外
的 に大 きな所 領 も初期 の現象にす ぎず,し か もケチ ュケが述べてい るよ うに
プロイセン集落 の上 に 君臨す るFr6mdherrschaftだった のであ961'すでに
述 べ た よ うに1440フ ー フ エ の グ ー トは ひ とつ の 法 的 特 権 団 体 と して の ま と
ま りは 長 い 間 維 持 して は い た も の の.そ の 内 部 は29ケ 所 の,最 大80フ ー フ
エ の グ ー ト群 か らな っ て い た 。 こ の グ ー トの 代 表 た るPetervonHeeselicht
は 自 ら80フ ー フ エ の グe・一 ト(Heeselicht)に住 み,そ こ に 教 会 を 建 て,周
(67)
辺 に 支 配 圏 を 広 げ て い っ た 。 そ して,1328年 の200フ ー フ エ,1338年 の
Ste丘en8walde,1335年のGr・u・Kl・Lenskなど へ の ・・ン ドフ ェス テ に も証
人 と して 登 場 し,こ の 地 方 き っ て の 有 力 老 で あ った こ とを 示 して い る。 彼 は
1369年にAlde-Henkowyckeと共 に ク ル ム法 で,Klentzkauの9フ ー フ エ
く　ラ
をLehnsmannBar七holomeusに与 え て い る。 こ う した 例 か らPeterら が
Lehnsmannをした が え た 地 方 豪 族 と して成 長 して い た こ と は 明 らか で あ る。
す で に み た よ うに1374年 に はHannusvonHeselichtはラ ン トゲ』リ ヒ トの
㈹K6tzschke,P.R,:DasUnternehmertuminderOstdeutschenI(olonisa-
tiondesMittelalters,Diss.Leipzig.(Bautzen)1894,S.25f.
㈱Plehn,a.a,0.,68,Meye,a.aO.,S.5.
劔Op.E120,526v.P】ehn,ε 』a.0。,S.74f.
Rittergutの構造につ いて(阿 部) (61)
最 初 の ラ ン ト リ ヒ タ ー に な っ て い る し,1384年,1388年 に はNiclosvon
HeeselichtがLandsch6ffenのPt人とな っ て い る程 で あ る。
と こ ろ で1440フ ー フ エ 内 に 成 立 した グ ー トの経 営 は ど の よ うに して 行 な
わ れ た の だ ろ うか 。 残 念 な が ら こ の 点 に 関 す る研 究 は 全 く遅 れ て い る。 サ ッ
セ ン地 方 に つ い て は,ワ イ ゼ は こ の 地 が 決 して 古 プ ロ イ セ ン人 のLandschaft
(69)
ではな く,そ の名称す らザ クセソに 由来す ると し,こ の地域 の植民は まさに
騎 士修道会 の手にな るものであ り,そ の直前には プロイセ ン人はほ とん ど存
在 していなか った と述べている。勿論か っては原住民はいた のだが騎士修道
会の入植 の直前にBoleslavIII.vonKrzywoustyがガ リンデンを絶滅 し,
その ときにサ ッセン地 方の プロイ セン人 も絶滅 させ られた とみているのであ
(70)(71)
る。 しか しそ う簡単にいい きって よいのだろ うか。 この地方に は古 プロイセ
(72)
ン人のWehranlageが数多 くあ ることか らみて も,又 以下に 述べ る理 由か
らみて もプ ロイセン人が全滅 していた とは考 え られない。そ して私がそ う考
え るにはふたつの根拠 がある。
ひとつは1321年のハ ン ドフ=ス テに記 され てい る次 の文章であ る。
Wirvorlyheninouch,abs6yichtbesetczeniregu七teczuPrews-
schemrechte,dassiedybynnendemselbenrechtelassenblieben
unddassydyrichtenmogenmit80getanemrechte,alswirandirn
(73)
unsirnleutenhaldenindemselbenrechte.
勿論,こ の文章だけか ら原住 プロイセン人集落の存在を主張す ることには
(74)
やや無理があるが,ハ ソ ドフェステの作成者が原住 プロイセン人集落の存在
鯛Weise,E。=Ost-undWestpreuBen.HandbuchderHistorischenStatten.
Stuttgartl966.S.199f.
㈲Zowmianski,H.,:PrusyPogafiskie.Torun1935.S.17.
⑳KGtrzynski.S。367.WPowiecieostr6dzkimspotkamyju2przyroz-
poczeciuko1◎nizacyiliczneosadypruskie,kt6redowodza,2ep6蓋nocna
czeS6ziemisaskiejniebylacalkiemogoloconazpierwotnychmieszka丘c6w.
㈱Crolne,H.,:KarteundVerzeichnisdervorニundfrUh琴eschichtlichen
WehranlageninOstpreuBen.AltpreuBen.VierteljahrschriftfUrVorge-
,schichteundvolkskunde.J9.2,1937,H・3,s・120f・
㈱Pr.UB.・Bd.II.S.272.
㈹Plehn,a.a.0.,S.81.
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を前提 と してい ることは これ らに クル ム法では な く,プ ロイセン法が確認 さ
れ てい ることか ら明 らかであ る。 この時代に プロイセン人 を移住せ しめ る際
には〆多 くの場合 クル ム法が与え られ るのが常であ った。勿 論 ドイツ人騎士
や騎士修道会が ドイツ農民 を少数 とはいえ クルム ・ポ メサ ニエン地方か ら呼
び よせた ように,サ ッセンにDienstgutをえた プ ロイセン人Freieもプ ロ
イセ ン農民を呼び よせた か も しれない。 しか しサ ッセンの広大 な地域がそ う
した ドイツ農民 や プロイセン農民の再移住に よって埋め られ た と考 えるのは
デ …ー一リン グや ワイゼ の あ ま りに 民 族意識濃 厚な20世 紀前半 の ヴ ェルサ イa
体制前後 の政治的対 立の 空気 のなかか ら生 まれた 考 え方であ って,事 実は
　ラ
不 可能な ことであった。 筆 者が別の研究で 明 らかに した よ うに,Komturei
Osterodeにおいては ドイツ人村は ほんの僅か しか 存在 していなか った ので
あ る。 も しこれ らの大所領に数多 くの ドイツ人村が ロカ トールの手を経 て建
設 され ていたな らば現在知 られてい るよ りもは るかに多 くのハン ドフ ェス テ
が こ うした私領主の支配下に入 った村 につい ても残存 してい る筈であ る。 ド
イツ農民は ロカ トール を通 して移住条件 をあ らか じめ示 され てか ら,は じめ
て移住 したのだ し,そ の条件 はハ ン ドフ ェステと して残 され るのが常だ った
か らであ る。勿 論私領主 の作成 したハ ン ドフエステは本来 な らランデ スヘル
た る騎士修道会の文書庫 には入 ってゆかないのだが,そ れ が後になってかな
りそ こに見 出され るのは,次 のよ うな場 合が多 い。即ち,す でに述べた ラソ
デスヘル の手 を経た 売買の ケース以外 は,多 くの場 合16世 紀にな って農民
の地位が悪化 した際に農民 と領主 の間で争 いが起 り,そ の際に例えばサ ッセ
ンの400フーフエ内に成 立 したGrbben村の漁業権 をめ ぐって ラン トゲ リヒ
トで展開 された 争 いのなかで み られ るよ うに1328年の400フー フエのハ ン
㈲Krollmann,Chr.:ZurBesiedlungsgeschichteundNationalitatenmischung
indenKomtureienChristburg,OsterodeundElbing.Zeitschriftderwest-
preuBischenGeschichtsvereins・64,1923・S・24・マ ズ ール 地 方 に 接 す る この
地 域 は 古 くか ら民族 が 混 合 して い る焦 点 で あ って,Ketrzynski,D6hring,WeiSe
らは この 地 域 に お け る ドイ ッ人,ポ ー ラ ソ ド人 の数 的 優 位 を 確 認 し よ う と努 力 し
て きた 。 い わ ば 学 問 研 究 が 特 定 の 政 治 的 目的 の た め に営 まれ て き た の で あ る。
Rittergutの構 造 につ い て(阿 部)(63)
(7の
ドブ ヱステや私領主の作成 したハ ン ドフ ェステが引合いに出 され,そ の結果
ラン トゲ リヒ トを通 して中央文書館に これ らの文書が入 ってゆ く,と い うよ
うな場 合が多い。 ところで16世 紀 にはほとん どす べての 村で こ う した争 い
が展開 されてい るか ら,少 くとも16世紀 の写本 のなかには 個 々の村に与え
られたハ ン ドフ ェステについて も(そ れが存在 していたな らば)言 及 されて
しか るべ きなのであ るが,そ うい うケースは プ ロイセン フライエの村 につ い
てはほ とん どない。 多 くの場 合 彼 らの法的 拠 り所 は14世 紀 に彼 らの先祖が
得たDienstgu七に 関す る ハン ドフ ェステなのであ る。 こ うした史料の残存
状態 か らみて,Dienstgu七のなかに前か ら存在 していたか,あ るいは新たに
設置 され た プロイセン人 の村 につ いてはハ ン ドフ ェステは作成 されず領主 の
農民 に対す る権限には法的規 制が成交化 した形 では存在 していなか った とみ
て よいだ ろ う。 ドイツ農民 のフーフエ村 に関す るハ ン ドフ ェステが残 ってい
るのは ドイツ農民 を移住 させ るにはそれ だけの法的保証 を与 えない限 り不 可
能で あ ったか らであ り,私 領主支配 下の ドイツ人 のフーフエ村 におけ る農民
の 権利義務が ランデスヘル直属 のzinsdorfと本質的に違 いないのは こうい
(77)
う事情 か らして当然の ことなので ある。だか らヴンダーや プ レーン らが私領
主支配下の村 とランデスヘル直属村 の条件を同 じとみているの も,ド イツ人
の フー フエ村 に限定 した うえでの話である ことを確認 しておか なければな ら
ない。
更に 以上 の ような 推定を支 え,Dienstgut内の プロイセン集落の存在を
確認す る も う ひ とつ の 事実 と して ジー ドル ング の あ り方,即 ち いわゆ る
Doppelgutの存在 が 問題にな る。Doppelgutとは二つの,多 くは隣接 した
異 ったSiedlungsformenのOrtschaftが多 くの場合同一人 の手にあ るもの
をいい,ヴ ェン ド人定住地以東 の東 ドイツにはいた るところに見 出され るも
ので ある。 それ はGroB=undKleinGrObenとい うふたつの 集落 の 名称に
⑯Hartmann,a.a.O.,S.173.
㈹Plehn,H.,:GeschichtedesKreisesStraBburginWestpreuBen.Leipzig
1900.S.43.Wunder,a.a.O.,S.67.
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み られ るよ うに 名前か ら直ちに 明 らかな もの もあ る し,実 証的 な地域 史研究
の結果Doppelgutであ ることが解 る場 合 も多い。 いずれにせ よGroB=und
KleinO「tschaftにおいてはKleinの前綴 を もった 集落 は常に 原住民 即ち
ここでは原住 プロイセン人 の集落であ り,GroBの 前綴を もつ集落 は植民村
」
であ る,と 一般に言われ てい る。 ところでKomtureiOsterodeにおいては
これ らのKleinとい う前綴 を もったOrtschaftの大 部分 は後にVorwerkに
転化 しているのであ る。モル テンゼン夫妻 も異な った理論的前提 か らではあ
(78)
る が,プ ロ イ セ ン 全 土 に つ い て 同 様 な 結 論 に 達 して い る。 一 例 を あ げ れ ば
Gr.GrJben,KleinGr6benはサ ッ セ ソ の400フ ー フ エ の グ ー ト内 に 成 立 し
(79)
た集落であ り,GroBGr6benはこの グー トの代表 た るHansvonOtatzが
私領主 と して ロカ トールに建設 させ た植民村であ って,ハ ン ドフェステ も残
され ている。(この ことは14年 の免租期間が与え られているこ とか らも明 ら
かであ る)。 しか るにそれ と並ぶKleinGrObenには古来 のRingwallanlage
(80)
が あ り古 くか らの プ ロ イ セ ン 人 村 で あ っ た こ と が 解 っ て い る 。 同 様 な 例 は 枚
挙 に い と まが な い ほ ど多 数 み られ る。Thierberg=Lubainenも同 様 に 典 型 的
なDoPPelgutであ り,前 者 は15世 紀 に 騎 士 修 道 会 のHufenzinsdorfとな
り,後 者 は 典 型 的 なGutsdorfをも ったVorwerkと な っ て い る。Gutsdorf
は 道 路 の 片 側 に だ け イ ソ ス トロ イ テ の た め の 家 が 並 ん で い る 点 が 特 徴 的
で あ っ た 。Arnau=M6rlenはい ず れ も ク リス トブ ル グ のEdelingsfamilie
Tessimidenの出 身 で 騎 士 修 道 会 を 支 持 した プ ロ イ セ ソ 人Glabuneと
く　 ラ
GlausoteにMariehfeldと共 に 与 え られた ものだが,後 に 騎士修道会が 買
(82)
取 り,Arnauは そ のZinsdorf,M6rlenはVorwerkとな っ た 。 そ の 他 多 く
㈱Mortellse11,H.u.G.,:DieBesiedlungdesnord6stlichenOstpreuBellsbis
zumBeginndes17・Jahrhunderts・2Teile,Leipzig,1937.u.1938.Teil1・
S・25f・しか し モ ル テ ンゼ ン夫 妻 はDoppelgutに は ふ れ て い な い 。
㈲MeBtischbl註tter.Nr.1182.
鯛Schnippel,a.aO.,S.74。Hartmann,a.a,O.,S.176.
⑱OSchnippe1,a.a.O.,OG.X,S.84.OG.XIV,S.584.
㈹SchnipPel,a・a・O・,s・28・Mtiller・J・,:OsterodeinostpreuBen・Darstellung
zurGeschichtederStadtunddesAmtesOsterode.1905.S.16.
Rittergutの構造 につ いて(阿 部) (65)
の集落が元来 はDoppelgutであった ことが シ=ニ ッペルの 研究に よって明
く　 ラ
らかにされている。
こうしたDoppelgutの分析か ら,こ の地域に植民を行なった ドイツ人騎
士や改宗 した高位のプロイセン人は自らの居住地 としては古 プ戸イセン人集
落に隣接 した土地を占拠 し,それ と並んで必要かつ可能な場合には新 しい ド
イツ人村 またはプロイセン人村を建設 させた,と 考え られる。初期の植民者
は当然のことなが らどこでもEigenbetriebを行な う以外に生計の道を立て
ることが出来なかったのであ り,しか も原住民か らの貢納は不確実かつ僅か
しか期待出来なかったので,も っぱ らその労働力を原住民か ら徴収す るしか
なかった。彼 らが騎士であった限 りでその労働力の徴収は常に武力の威嚇の
もとに行なわれたのである。騎士修道会が長年にわたる戦ののち,よ うや く
プロイセン人を征服 し支配者 としてのぞんだ とい う事情を考えてみるな らこ
とは明瞭であろう。 ようや くドイツ人村が免租期間を過 ぎ,安 定 して以後は
じめてRit七erはそのEigenbetriebを放棄することが 出来たのであるが,
(84)
多 くの場合は様 々な理 由でそれは放棄 されず,後 まで残存 してい った。 しか
しこれ らのVorwerkはまだ10～20フーフエにす ぎず,規 模 は小 さい。16
世 紀末か ら17世紀 にかけ て は じめて 大規模 なVorwerkの拡大がは じまる
のだが,そ の場 合 も植民時代か らのVorwerkが多 くの場 合に出発点をな し
(85)
ているのであ る。 デ ー リソグは シ ュニ ッペルが ヴ ェン ド人定住地域 以東 の東
ドイツに 一一般的な現象 と して 認 めているDδppelgutの構造に関す る見解 は
KomtureiOsterodeについては あては ま らない と 述べ て,こ こではGroB
の前綴を もつOrtschaftはランデスヘル 又 は 私領主のZinsdorfに,した
が って農民定住地 になったが,Kleinの前提を もつOrtschaf七はVorwerk
であ って 騎士修道会 又 は 私領主のEigenbetriebであ り,隷 属す る プ ロイ
セ ン人,ポ ーラン ド人あ るいはGartnerの労働 力に よって 耕 されていた,
㈱Schnippel,E.,:SiedlungsgeographiedesosterodischenGebietes.Altpreu-
BischeForschungen.V,1928.S.5f.
㈱HeinzvonzurMUhlen,a.a.0.,S.85f.Plehn.a.a.0.,S.78f.
⑱5》Plehn,a.a.O.,(GeschichtedesKreisesStraBburg)S.43.
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　　 ラ
と主張 してい る。 しか しこの点はオステ ローデ以外の旧ス ラヴ人定住地域 へ
の植民に おい ても同 じであ った とみ られ る。初期 の植民 を行 なった騎士 達は
植 民村 の 免租期間 の間に 自らの生活を 維持す るために も 既存 のス ラヴ人集
落民の労働力に依存す るEigenbetriebを営 まねばな らなか った のであ り,
kleinの前綴を もつOrtschaftはまさにそ の ような ものなのであ った。 ただ
西 プロイセンにおいては比較的早 くか ら ドイツ農民 の植民村が数多 く建設 さ
れ,Ortschaftの構造上の違 いが 目立た な くな っていった点が サ ッセンに お
け る事情 よ りも 多 少経過が 早 く進行 した点で 違 っていたに す ぎないのであ
る。デ ー リングの見解で問題 なのは こ うした労働力が どこか ら来た のか,と
い う点で ある。デ ー リングも認めてい るよ うに こ うした土地 の耕作 はプ ロイ
く　
セ ン人 の 労 働 に よ る しか な か っ た の だ が,デ ー リン グや ワ イ ゼ の 考 え て い る
よ うに こ の 地 に プ ロ イ セ ン原 住 民 が ほ と ん どい な か っ た と した な ら,そ の 労
働 力 の 出所 が 問 題 に な らざ るを え な い 。 筆 者 が 別 の 機 会 に 明 らか に した よ う
に フ ー フ エ 村 の ハ ソ ドフ ェス テ を 検 討 して も そ の 農 民 のScharwerkは定 量
しか も僅 か で あ り,数 多 くのVorwerkを 耕 す に は 到 底 足 りな か っ た 。 何 よ
り も14世 紀 に は フ ー フ エ 村 自体 は 僅 か しか 建 設 され て い な か っ た の で あ る。
更 に も しこ の 地 に 原 住 プ ロ イ セ ン 人 が い な か った と した 場 合,何 故 新 し く植
民 を 行 な っ た 騎 士 達 はKlein,GroBとい う名 称 を 使 った の だ ろ うか,そ の
内 容 は 彼 らのHeima七 に お い て す で に 十 分 知 られ て い た も の だ っ た の で あ
る 。
私 領 主 の グ ー ト内 に 包 含 さ れ て い た 原 住 プ ロ イ セ ン 人 の 存 在 は デ ー リン グ
の 議 論 で も 明 らか な よ うに 全 く無 視 され て き た 。 又 彼 らに 関 す る 直 接 の 史
料 は 全 く残 され て い な い の で あ る。 よ うや く15世 紀 のLandesordnungの
㈲ デ ー リソグもサ ッセ ソ地 方に プ ロイセ ン人が多 か った ことは認め なければ な ら
なか った。D6hring,a.aO.,S.107.
㈲ シュ レス ヴ ィッヒ ・ホル ス タイ ンで も植 民 の 際に 屈服せ しめ られ た 原 住民 の
子孫 が不 自由民 と してGesindeの供給 源を な して いた ので あ る。Sering,M・,:
ErbrechtundAgrarverfassunginSchleswig-Holsteinaufgeschichtlichei
Grundlage.1908.S.244f.
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なかでプロイセン人一般に対 し都市に居住 し,都市内で働 くことを禁ずる条
く　　
項があ らわれ,言 及 され は じめるにす ぎない。 しか しその存在 を考 えなけれ
ばそ もそ もGutの 形成があ りえなかった もの と して,初 期か ら プロイセン
社会構成 の最 も重要な要素 と して彼 らの労働力の存在を確認す ることが 出来
る。 い くつか のケースにおいては我 々は更に直接的 な証拠 も見 出す ことが 出
来 る。
同 じくKomtureiOsterodeにあ ったMarienfeldeの例 を み よ う。 この
Gutはすでにみた ように1329年にArnau=M6rlenと同時に プロイセン人に
与 え られた もので,か っては私領主 のGu七 であ った。14世 紀末に オス ラロ
く　
一 デ のKom七urは こ のGutを836マ ル クで 買 い 取 り,そ の 結 果1437年 の
く　の
GroBesZinsbuchでは ラソデスヘルのZinsdorfに数 え られ てい る。 こ うい
うGutに ついては ランデ スヘルの文書庫に ハ ン ドフ ェステが入 るため,そ
の後 の経過 も 明 らかになってい る。 即 ち1428年に総 長PaulvonRuBdorf
はNiclosとJorgeの兄弟に7フ 一ーフエ を プ ロイ セ ン法 で与 え,他 の住民 と
同様 なGebUhrを支払 うこ とを定 めている。 この事実には:つ の解釈が可能
であ る。即 ちGlabune,Glausote両名はか って この所 領を クル ム法 で受けた
が,そ の支配下にあ ったUntertan(プロイセ ン人)は プ ロイ セソ法 を与 え
られ てお り,そ れ が1428年に総 長か ら確認 された場 合 と,も うひ とつ の可
能性 は,元 来は農民 もクル ム法で土地 を得 てお り,そ れが15世 紀 の一般的
衰退 のなかで プロイセ ン法に悪 化 してい った場合 とであ る。 この場合 は第一
の ケースとみなけれ ばな らない。 プロイセン法か らクル ム法への転換 は容易
に行 なわれたが,そ の逆 の例 はまずみ られ ないか らである。更に他 の住民 と
同様 なGebUhrを支払 うとい う条項 か ら 明 らかな ように,こ の村 は騎士 修
道会 の支配下において もプ ロイセン法で組織 され ていたのである。従 って私
領主 のGutで あ った時代 に もGlabuneとGlausoteは自分達 と騎士修道会
㈱Akten.Bd.1.S.104.Nr.72.Bd.III.S.84.Nr.44.
㈹DasgroBeAmterbuch.a.a.0.,S.323.
㈹DasgroBeZinsbuchdesDeutshbenRitterordens,Marburg1958.S.81.
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とのDienstの関係は クル ム法 で結びなが らも自 らのUntertanとの関係 は
プ ロイセ ン法で結んでいた,と み なければな らない。更に この村 について特
徴的 な ことは1470年に総 長HeinrichvonRichtenbergはNiklosSperling
に この村 の100フーフエを村長,Pfarrerと共 に,マ グデ ブル グ法で与 えて
いるこ とであ る。騎士修道会は直轄 のZindorfすら維持 出来 な くな って この
村 を手離 したのだが,そ の際に マグデブル グ法を与 え,Heimfallのチ ャソス
く　の
を 残 そ う と して い た の で あ る 。 い わ ば こ の 村 は プ ロ イ セ ンに お け るGu七 が
辿 っ た 典 型 的 な な りゆ き を 示 して い る と もい え よ う。
(b)16世紀 の 史 料 か ら。
以 上 でGutの 初 期 に お け る 集 落 形 態 と そ の 支 配 関 係 に つ い て は あ る程
度 の 見 通 しが 立 っ た が,そ の 構 造,即 ち 早 くか らVorwerkに 転 化 した
OrtschaftとVorwerkに転 化 しな か っ たOrtschaftにお け る プ ロ イ セ ソ原
住 民 相 互 の 間 に お け る階 層 関 係 並 び に そ う した 関 係 の 変 化 に つ い て は14・5
世 紀 の 史 料 か らは 全 く解 らな い 。 しか る に1540年 のDienstverzeichnisに
よ っ て よ うや く こ の 時 代 のGutの 構 造 と そ の 転 換 を 探 る ひ と つ の 緒 口を つ
か む こ とが 出 来 る。 本 稿 執 筆 の た め に 指 定 され た 紙 面 が と うに つ き て しま っ
た た め,こ こ で はStaa七lichesArchivユagerinG6ttingen所蔵 のOp・Fgll
a9を 使 っ て 一 応 の 見 通 しを 与 え て お くに と ど め な け れ ば な らな くな った 。
KammeramtGilgenburgセこ関 す るDienstverzeichnisは大 別 す る と二 部
に 分 れ て お り,前 半 で は1440フ ー フ エ の グ ー トの所 有 者 に 関 して そ れ ぞ れ
所 有 フ ー フエ 数 とDienst数 とが 明 記 され て お り,後 半 で は こ の ア ム ト内 で
1440フー フ エ 以 外 の グ ・ー一トを も つ 者 に つ い て 同 様 の 記 録 が な され て い る。
興 味 深 い こ と に は1440フ ・…フ エ に 関 して はDieseedelleutsitzeninden
XIIIIcundXLhubenとい う表 題 が つ け られ て い る の に 対 し,そ の 他 の 所
領 に つ い て はVolgendiedienstederandernvonaddelundfreyhenim
GilgenburgischensosichtseintinderXIIII・undXLhubenとな っ て お
り,こ れ らの グ ー トにAdelとFreieと の違 い が あ っ た こ とを 示 して い る。
tl1)Hartmann,a.a.0.,S.367.
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Adelと され て い る 者 に は 個 人 名 が 附 記 され て お り,他 の 者 は た だfreyhen
と な っ て い る に す ぎ な い 。14世 紀 に お い て はFreieは ドイ ツ人,プ ロ イ セ
ン人 を 問 わ ず,事 実 上 は と もか く少 く と も法 的 に は 対 等 な も の と ,して 史 料 に
あ らわ れ て く る が,15世 紀 に 入 る とGroBeFreieとKleineFreieとの差
が 生 じ て く る。 そ れ はBurgenbaudienstの有 無,上 級 裁 判 権 の 有 無,更 に
そ う した 点 に 基 い てScharwerkが課 さ れ る な ど の 実 質 的 な 社 会 的 差 別 を 生
ん で い た 。GroBeFreieは15世紀 に は す で にRitterundKnechtとして 登
場 し,Standeの構 成 員 を な して い た が,KleineFreieはAde1とBauerの
中 間 的 な 位 置 を 占 め,ま だ 不 安 定 な 状 態 で あ っ た 。16世 紀 に 入 る とGroBe
Freieも分 解 し,Edelleute,GroBeFreie,KleineFreieと三 層 に 分 化 して
ゆ く。 この 頃 のGroBeFreieはScharwerkがな い 点 でKleineFreieと区
く　ラ
別 され て い た に す ぎず,Ade1に は 数 え られ て い な か った 。 こ のDienstver-
zeichnisを分 析 す る と更 に い ろ い ろ興 味 あ る事 実 が 判 明 して く る の だ が,そ
れ は 後 日に ゆ ず り,こ こ で はDienstgutの構 造 に 問 題 を しぼ っ て 簡 単 に ま
と め て お くこ と に す る 。
ま ず1440フ ー フ エ に 関 す る こ の 史 料 の 記 載 の 仕 方 は 三 つ に 分 け られ て い
る。 例 を あ げ れ ば(1),JocobKikollzuGardienen,80huben,2Platen-
dienst…・ とEdelleuteの所 有 フ ー フ エ数 とDienst数が 示 され,次 に(2),
PavelundBartoltGrott,Jankowitz,40huben,1Platendienst8eint
freyhenとい う 形 式 の 記 入 の 仕 方 が あ り,最 後 に(3),diefreyhenvon
Sch6nkau60hubenとい う 形 式 が み られ る。 数 的 に は(1)と(3)が同 じ位 で
(2)は少 な い 。 こ の こ とか ら1540年頃 に は1440フ ー フ エ 内 のDienstgutの
所 有 者 に も 三 つ の グ ル ー プが あ っ た こ とが 解 る 。(1)はEdeUeuteであ り,
(2)は16世紀 に な っ て 分 化 して い っ たGroBeFreieであ っ た と み られ る 。 個
人 名 の 全 く出 て こ な い(3)はKleineFreieに相 当 す る も の で あ っ た と考 え ら
れ,彼 らは 一 般 に か な り大 き なEinzelhofの集 合 体 と して の,ま と ま りの ル
ー ス な 集 落 を 複 数 で 形 成 し,そ こか ら共 同 でDiens七の 義 務 を 負 っ て い た か
働Wunder,a。a.0.,S,116.
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ら,個 人名は大 きな意味 を もた なか ったのであ る。 しか し1440フー フエ の
グ ー トは1540年に おい て もひ とつ の 法的共同体であ ったか ら,そ の内部に
おけ る社 会的分化に も 拘 らず,こ の史料に おいては 特別 の扱 いを 受け てい
る。 だか ら社会的分化 の 例 はむ しろ,1440フーフエと 同 じ条件 で建設 され
た他のGutに 求めた 方が よ り明瞭 とな る。
前節 に例 と してあげたMarienfeldはこのOP・F・911a9においては次 の
よ うに記 されてい る。
1tuchtigendienstdievonderGabelentzmitdenfreyhenzu
く　ヨラ
Marienwald,habenLXhubenzubeydenkunden.
こ こ で こ のMarienfeldがDoPPelgutArnau=M6rlenと共 に ハ ン ドフ ェ
ス テ を 得 な が ら,前 者 か ら離 れ た と こ ろ に あ っ た こ とを 想 起 しな け れ ば な ら
な い 。 す で に1400年 に は,,pfarrerczuMarienfeld"ヵミ言 及 され て い る こ
(94)
とか らみ て もこの村は少 くともこの時点 では キ リス ト教 に改宗 した プロイセ
ソ人 フライエの村であ った と考 え られ る。騎士修道会に よる買入れ と教 会 の
建設 とどち らが先であ ったかは知 る由 もない。 しか しいずれ にせ よこの村は
VorwerkのUntertanと比べて 相対的に独立 した フライエの村で あった と
み なけれ ばな らないだろ う。 こ うしてGlabune,Glausoteの二人 の プ ロイ
セン人騎 士はDoppelgutの他に もMarienfeldを自 らの グル ソ トヘル シ ャ
く　の
フ トの下に包括 していた とみ られ る。 ところで1400年頃に 騎士修道会 が こ
の村 を買入れた ことに よって フライエは ランデスヘルに直属す ることにな っ
た。そ の結果1437年のGroBesZinsbuchには次の ように記 され てい る。
Margenfeldehat43czinshaftigenhuben,diehubeczinse七巻M.
Summa21巻Mdersien27wuste,summadovor13垂M.itemso
bleibennoch16huben,diedisjarsullengeczinsthaben,diehube
綱Op.Eglla.9の2.
⑨4)Hartmann,a.a.().,S.359.
㈲ プ レー ンはFreigUterは す べ て ラ ン デ ス ヘ ル 直 属 で あ る,と 述 べ て い る が,
そ う とば か りは い え な い 。Plehn,a.a.0.,S.72.
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(96)
czinset垂M。summa8M.
(71)
明 らかに フ ーフエ制が導入 され てい る。 しか し1482年には再び私領主 の
支配下 に入 り,H.Birckhamが上 ・下級裁判権 と共 に総 長か らこの村を手
に入れてい る。1540年の記録 では,こ こにはGroBeFreieが住 み,他 に10
軒 の家計があ った とされ ている。 しか も同 じ年 の別 の記録に よるとこの村 の
(9?)
フライエ3名 が各9フ ーフエを もっていた,と あ る。 いずれにせ よこ うした
記録か ら この村が ドイツ農民村 とは 違 ってEinzelhofに近 い 大 きな 耕地の
・ル ースな まとま りだ った とみ るこ とが 出来 るだろ う。 い うな らば それぞれ
の フライエの 自立性が 比較的高 く,し たが ってVorwerkに転化す ること
も比較的容易な 耕地形態で あった といえ よ う。 しか し プ レーソが 主 張 して
い るよ うな,こ うした村が1(ommunalfreiではあったが 政治的共 同体では
(98)
な か った とい う見 解 に は 同 意 しが た い 。16世 紀 に お い て,村 に 砦 を 築 い て
Amtshauptmannと戦 っ た の は ま さ に こ う した 村 だ っ た か らで あ る 。1573
年 の 記 録 に よ る とMathesPreussはヘ ル ツ オe-・ク ・ア ル プ レ ヒ トか らこ の
村 の4名 の フ ラ ィ エ か ら土 地 を 買 占 め,自 己 の所 領 に 併 合 す る許 可 を 得 て い
る 。 こ う して1577年 のvisitationによ る とJ・Preussが10,AdamPreuss
が8,MatzPreussが8,MatzPienkutzkyがそ れ ぞ れ7フ ー フ エ をVor-
werkと して 所 有 して い る。
以 上 の よ うに16世 紀 末 ま で 観 察 して ゆ く と,こ の 地 域 に お け る グ ー ツヘ
ル シ ャ フ ト の 形 成 に 際 してDienstgu七が どの よ うな 位 置 を 占 め て い た か が
か な り 明 瞭 に な っ て く る。 原 住 プ ロイ セ ン人 自体 が す で に 階 層 分 化 して お
り,そ う した 階 層 の違 い と,騎 士 修 道 会 の 進 出 の 際 の 身 の ふ り方 と に よ っ
て,す で に 早 くか らVorwerkの 労 働 力 とな っ て い った も の と,比 較 的 後 ま
で フ ラ イ エ と して の 自 らの 集 落 を 維 持 した も の と に 分 れ て い っ た 。 前 者 の 多
くは ドイ ツ騎 士 修 道 会 と の 戦 の な か で 改 宗 しな か っ た プ ロ イ セ ン 人 で あ り,
⑨6)DasgroBeZinsbuch,a.a.0.,S.81.
㈱MUIIer,a.a.0.,S.47.
㈱P】ehn,a.a.0.,S.72.
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かな りの数が初期か らKleinの前綴 を もっOrtschaft,そしてVorwerkの
労働 力,そ の他 フライエの集落 のゲル トナ ーな どと して使用 されていた とみ
られ る。他方で騎士修道会入植 以前 の プロイセ ソ人上層階層 の うち,特 に改
宗 した プロイセ ン人は フライエ と して比較 的好条件で所領 を確認 され,自 ら
の集落を維 持す ることが出来た。 しか しこれ らの フラィエの多 くも,よ り有
利 な条件 で所領 を得た プ ロイセ ソ人Ritterのグル ン トヘルシ ャフ トの下 に
立 っていた と考 え られ る。 そ して これ らの 階層 の帰趨が16世 紀 の農民一揆
更に ランデスヘル との争 いの大 きな原因 とな ってゆ くので あ る。 ゲジンデの
問題 については新たに稿 を起 して詳論 したい。
(1971年7月10日 。 ゲ ッチ ンゲ ンに て)
